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エクスプレス通報サービスのセットアップ手順 

本書は、エクスプレス通報サービス ( Linux 版)を導入するにあたり必要となるセットアップ手順について 
記述しています。 

エクスプレス通報サービスをお使いになる前に、必ずお読みください。 

このエクスプレス通報サービスに登録することにより、システムに発生する障害情報(予防保守情報含 
む)を電子メールやモデム経由で保守センタに自動通報すること力 《 できます。本サービスを使用すること 
により、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に迅まに保守を行ったりすることができます。 
また、 複数のサーバからの通報を1台のマネージヤに転送することによりマネージヤ経由によるェクス 
プレス通報をすることができます。 
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1 セットアップの準備 

エクスプレス通報サービスをご使用になるためには、まず、お手持ちのサーバにエクスプレス通報サー 
ビスをセットアップ してし 、ただ〈必要があります。 

1.1 エクスプレス通報サービスのセットアッブ環境 

エクスプレス通報サービスをセットアップするためには、な下の環境が必要です。 

1) ハードウェア 

-監視対象サーバ 
メモリ： 20 MB な上 ’x 
空きディスク容量： 70 MBJa 上※ 

※エクスプレス通報サービス単体では、インストールできません。 

そのため、 ESMPRO / ServerAgent のインストールが必要です。 

■ モデム 

ダイヤルアップ経由の通報を使用する場合、モデムカ 《 必要です。 

また、パ'—ジョン 4. 2な降の ESMPRO / ServerAgent 力《必要です。 

■ メ ー ) レサー バ 

電子メール経由の通報を使用する場合、 SMTP をサポートしているメールサーバが必要です。 

2) ソフトウエア 

■ NEC Linux 基本サービスセットカ、'サポートしている ESMPRO/ServerAgent ( Linux 版） 

ただし、バージョンによリサポートしている機能に差分がありますので、な下の表を参照して 
〈ださい。 


ESMPRO/Server 
Agerrt / くージョン 

インターネット 
メール経由通報 

ダイヤルアップ 
経由通報 

マネージャ 

POP before 

SMTP 認証 

機能※ 

巧開局機能 

3.8 な前 

未サポート 

未サポート 

未サポート 

未サポート 

未サポート 

未サポート 

3.9-1 な降 

サポート 

未サポート 

未サポート 

未サポート 

未サポート 

未サポート 

3.9-5 鱗 

サポート 

未サポート 

サポート 

未サポート 

未サポート 

未サポート 

4.1.12 な降 

サポート 

未サポート 

サポート 

サポート 

未サポート 

未サポート 

4. 2.0-1 な降 

サポート 

サポート 

サポート 

サポート 

未サポート 

未サポート 

4. 2.4-1 な降 

サポート 

サポート 

サポート 

サポート 

サポート 

未サポート 

4. 2. 32-2 な降 

サポート 

サポート 

サポート 

サポート 

サポート 

サポート 


※エクスプレス通報サービスでサポートしている認証はな下の通りです。 

認証方式 ： WP before SMTP 、 SMTP 認証 
SMTP 認証の化式： CRAM - ro 5 日輯認話 
POP : POP 3 ( AP 0 P 肋巧応） 

■ 上記、 ESMPRO/ServerAgent ( Linux 版） Ver 3. 9な降力、'サボートしている Linux OS 
( ESMPRO/ServerAgent (Linux 版 Ver 3. 8 な前は未サボートです。） 

-マネージャ経由の通報を使用する場合は、マネージャ側に下記 (1) および (2) の環境が必要です。 

(1) ESMPRO/ServerManager 

監視対象となるサーバにインストールされている ESMPRO / ServerAgent の/くージョンな上を 
使用してください。（小数点レ：>1下1巧までの/くージョソ 

(例)監視対象となるサ ー/ くにインストールされている ESMPRO / ServerAgent の/くージョンが 
3. 9の場合、バージョン 3. 9な降の ESMPRO / ServerManager が必要です。 

(2) ESMPR 0 /AlertManager 

パ'—ジョン 3. 9な降の ESMP 附 / AlertManager が必要です。 
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漁事項 

-コントロールパみ UD 日本語表示について 

口ーカルコンソー ルでは、 コントロール パネルを起動しても文字化けが発生します。日本語を 
正しく表示させるには lil 下のちまを実施して〈ださい。 

■ GUI 環境 (GNOME 等)を利用する場合 

日本語表示が巧能な GNOME 等の GUI 環境から、コントロールパネルを起動してくださし、。 

■ネットワーク経由 (ssh など)で別の日本語端末を利用する場合 
ネットワーク経由 (ssh など)で別の日本語端末からログインし、な下のコマンドにより一時的 
に LANG 環境を数を日本語 EUC 環境に変更後、コントロールパネルを起動してくださし、。 

甘 export LANG = ja _ JP . eucJP 

■ kon コマンドを使用する場合 

kon コマンドが使用可能の場合、 lil 下の手順で、 ko ロマンドを使用して、コント ロール パネ 
ルを起動してください。 

# kon 

# cd / opt / nec / esmpro _ sa/bin 

# . /ESMamsadm 

# exit 


- newt パッケージの不具合について 

Linux OS 添付の newt パッケージの不具合により、 LANG 環境を数が " ja _ JP . UTF -8" の場合に 
ESMPRO / ServerAgent の コントロール パネルで日本語を入力できません。日本語を入力する場合 
は、 ESMPRO / ServerAgent の コントロール パネルを起動する コンソー ルの LANG 環境を数を、 
export コマンドで一時 的に " ja _ JP . eucJP " へ 変更し入力を行ってください。 

入力終了後、 " ja _ JP . UTF -8" に戻して〈ださい。 

なお、エディットボックスの表示幅を超えて日本語入力することはできません。 

甘 export LANG = ja _ JP . eucJP 
# cd / opt / nec / esmpro _ sa/bin 
甘 ./ESMamsadm 
甘 export LANG 二 ja _ 北' UTF -8 

■ システムの言 i 吾設定 （ LANG 環境変数）を英語にしている場合 

システムの言語醜 （ LANG 環境変数）を英語に設定している場合は、 ESMPRO / ServerAgent を 
日本語 EUC 環境として動作させるため、下記の変更を行ってください。 

ESMPRO / ServerAgent 関連のな下のシエルの最初の行に、 
export LANG = ja _ JP . eucJP 
の1行を追加してください。 

/ etc/in it . d / 

ESMamvmain 

ESMcmn 

ESMfilesys 

ESMIan 

ESMmIx 

ESMntserver 

ESMpowsw 

ESMsmsrv 

ESMstrg 

ntagent 

/ opt / nec / esmpro _ sa / bin/ESMRestart 



ただし / opt / nec / esmpro _ sa / bin / ESMRestart の場合は、 2 行目に追加して〈ださい。 
1行目の 「#!/ bin / sh 」 は変更しないで〈ださい。 

また、エクスプレス通報サービスの開局を行う晩ホ、日本語端末からログインし、 

な下のコマンドにより一時的に LANG 環境を数を日本語 EUC 環境に変更してから 
行ってください。 

# export LANG = ja _ JP . eucJP 
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1.2 セットアップに必要な契約 

セットアップを行うロホ、な下の契約等力 《 必要となりますので、あらかじめ準備して〈ださい。 

1) 必要な契約 

本体装置のハードウエアメンテナンスサービスの契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契 
約がお済みでないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。 

契約内容の詳細については、購入された販売店にお問い合わせ〈ださい。 


リ通幸 g 開局 FD (または、開局 CD ) 

契約後送付される通報開局 FD (または、開局 CD ) 力《必要となります。 

まだ到着していない場合、通報開局 FD (または、開局 CD ) 力頌睛してから、セットアップを行ってく 
ださい。 
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セットアップ方法 

エクスプレス通報サービスをち効にするためには、な下の手順に従って、通報開局 FD (または、開局 CD ) 
の読み込みを行って〈ださい。 

1) root 権限のある ユーザでログイン します。 

通報開局 FD (または、開局 CD ) をマウントします。 

参開局のの場合 

通報開局 CD を光ディスクドライブに挿入し、な下のコマンドを実行して、 

通報開局 CD をマウントします。 

甘 mount / media/cdrom (または mount / mnt / cdrom ) 


ESMPRO/ServerAgent Ver 3.9-5 から Ver 4.2. 32-1 までのパ'—ジヨンについては、 

CD マウントしたディレクトリに対して、 / mnt / floppy をマウントして〈ださい。 

1. マウントするディレクトリを作成する。 

甘 mkdir -p / mnt/floppy 

2 . 通報開局 CD をマウントポイントに巧して、1.のディレクトリを巧マウントする。 
甘 mount —bind / mnt/cdrom / mnt/floppy 

※開局 CD をアンマウントする前に 1. を先にアンマウントしてください。 

甘 umount / mnt/floppy 


参開局 FD の場合 

〇フロッピーディスクドライブがある装置の場合 
通報開局 FD を フロ ッピーディスクドライブに挿入し、な下の コマン ドを実行して、 

通報開局 FD をマウントします。 

# mount / media/floppy (または mount / mnt / floppy ) 

R . Red Hat Enterprise Linux 5.2 の場合は、フロッピーディスクは/ media/floppy (または mount / mnt / 

■ 一一 ^ floppy ル: m のマウントポイント(例： / media / disk ) へマウントされる場合があります。その場合は、 

ェクスブレス通報の設定より、「開局ファイルの選択 J 選択化でフロッピーディスクのマウントディ 
レクトリを指定してください。 （例： / media / disk ) 

「開局 ファイ JUD 選択 j 機能地 SMPRO/ServerA 防 nt Ver 4.2.32-2 な降から サ ポート してし、 ます。 

OUSB 1^7 ロッピーディスクドライブの装置の場合 
USB 接続の フロ ッピーディスクドライブを装置へ}就売し、通報開局 FD を フロ ッピーディスクドラ 
イブに挿入して、な下のコマンドを実行して、通報開局印をマウントします。 

# mount / media/floppy (または mount / mnt / floppy ) 

上記コマンドでマウントできない場合は、な下の手順でデバイス名を指定して、マウントして 
〈ださい。 

1. な下のコマンドを実行して、 / mnt / floppy ディレクトリを作成します。 

X 既に、 / mnt/f loppy ディレクトリが巧在する場合は作成不要です。 

# mkdir -p / mnt/floppy 



2. Jil 下のコマンドを実行して、通幸民開局 FD をマウントします。 

# mount デバイス名 / mnt/f loppy 

デバイス名は dmesg または syslog から確認してくださし、。 
- dmesg コマンドでの確認方法 

# dmesg 

- syslog での確認方法 
巧 cat / var / log/messages 


USB 接続のフロッピーディスクドライブ接綿後、レ: I 下のようなメッセージが出力されている 
場合、デバイス名は/ dev / sdb となります。 

デバイス名力 Vdev / sdb の場合は、レ: I 下のコマンドでマウントします。 

井 mount / dev/sdb / mnt/floppy 


dmesg コマンドの表示例(抜粋) 


usb - stora 呂 e : waiting for device to settle before scanning 
Vendor ： Y-E DATA Model ： USB-FDU Rev ： 6.01 

Type ： Direct-Access ANSI SCSI revision ： 00 

SCSI device sdb ： 2880 512 -byte hdwr sectors (1 MB ) 
sdb ： Write Protect is off 
sdb ： Mode Sense ： 00 46 94 00 
sdb ： assuming drive cache : write through 
SCSI device sdb : 2880 512 -byte hdwr sectors (1 MB ) 
sdb : Write Protect is off 
sdb ： Mode Sense ： 00 46 94 00 
sdb ： assuming drive cache : write through 
sdb ： unknown partition table 
sd 2:0:0:0: Attached scsi removable disk sdb 


syslog での表示例(抜俾) 


Jan 

Jan 

Jan 

Jan 

Jan 

Jan 

Jan 

Jan 

Jan 

Jan 


2 04:33:50 IoacaI host kernel : 
2 04:33:50 IoacaI host kernel : 
2 04:33:52 IoacaI host kernel : 
2 04:33:52 IoacaI host kernel : 
2 04:33:52 IoacaI host kernel : 
2 04:33:52 IoacaI host kernel : 
2 04:33:52 IoacaI host kernel : 
2 04:33:52 IoacaI host kernel : 
2 04:33:52 IoacaI host kernel : 
2 04:33:52 IoacaI host kernel : 


Vendor ： Y-E DATA Model ： USB-FDU Rev ： 6.01 

Type : Direct-Access ANSI SCSI revision ： 00 

SCSI device sdb ： 2880 512 -byte hdwr sectors (1 MB ) 

sdb ： Write Protect is of 干 

sdb ： assuming drive cache : write through 

SCSI device sdb : 2880 512 -byte hdwr sectors (1 MB ) 

sdb ： Write Protect is of 干 

sdb ： assuming drive cache : write through 

sdb ： unknown partition table 

sd 2：0：0：0： Attached scsi removable disk sdb 


L Red Hat Enterprise Linux S.2 の場合は、フ□ッビーディスク(が nedia/floppy (または mount /mnt/ 
S floppy) な外のマウントポイント(例： /media/disk) へマウントされる場合があります。その場合は、 

ェクスブレス通報の設定より、「開局ファイルの選択 J 選が先でフロッピーディスクのマウントディ 
レクトリを指定して〈ださい。（例：/ media/disk) 

「開局ファイ VUD 選択 J 機能 I 胜細 PRO/ServerAg 州 t Ver4.2.32-2 な降からサポートしています。 
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o フロッピーディスクドライブがなし、装置の場合 
(1) 通報開局 FD から FD イメージを作成します。 


X 本手順はフロッピーディスクドライブがある装置にインストールされている 
Linux 上で実施して〈ださい。 

(1)-1 通報開局 FD をフロッピーディスクドライブに挿入し、 la 下のコマンドを実行し 
通報開局 FD をマウントします。 


( 2 ) 

(3) 


奮 


甘 mount / media/floppy (または mount / mnt / floppy ) 

(1)-2 な下のコマンドを実行して、通報開局 FD から FD イメージを作成します。 

# dd if =/ dev/fdO of 二く印イメ ージ名> 

dd for windows ( GPL ) に含まれる dd . exe を使用して、 Windows OS 上におし、ても 
のイメ ージを作成する事ができます。 

通報開局印をフロッピーディスクドライブに挿入し、な下のコマンドを実行して、 
通報開局 FD からのイメ ージを作成します。 

> dd.exe け部.做： of=<FD イメージ名> bs =1440 k 
※上記はフロッピーディスクドライブを A : として、記載していますので、 

ご使用の環境に合がて、" i 料 ¥. ¥ a :"を変更してくださし、。 

本ツ ー により発生した P 月題につし、ては、責任を負し、かねますので 
ご了をくださぃ。 

(1) で作成した FD イメ ージを開局巧象の装置の任意のディレクトリにコピーします。 
(ここでは、コピー先を / tmp として説明します。） 

な下のコマンドを実行して、 / mnt/f loppy ディレクトリを作成します。 

X 既に、 / mnt/f loppy デイレクトリが存在する場合は作成不要です。 


ち 


# mkdir -p / mnt/floppy 

(4) / tmp に移動し、 （2) でコピーした FD イメージをに I 下のコマンドを実行して、 
マウントします。 


甘 mount -0 loop -t vfat く FD イメージ名〉 / mnt/f loppy 


リな下のコマンドを実行して、コントロールパネル (/ opt / nec / esmpro _ sa / bin / ESMamsadm ) を起動しま 
す。 

# cd / opt / nec / esmpro _ sa/bin 

# ./ESMamsadm 


3) 


[通報設定]画面力 《 表示されます。 

[通報設定]画面から[エクスプレス通報の設定]を選択します。 




ESMPRO/ServerAgent Ver .4.1.6-4 な前のパージョンでは、 
設定 J の項目示されません。 


r セキュリティ 通報 サービスの 
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4) メッセージに従って、通報開局 FD (または、開局 CD ) を読み込みます。 

Ver 4. 2. 36-2 な降の ESMPRO/ServerAgent の場合、通報開局 FD (または、開局 CD ) をマウント先のデイ 
レクトリを指定して、開局すること力 《 できます。 

I-1 ■ ，り V.j!d I- 

巧局ファイルを巧がしてください 


tmp/exprd 




5) [エクスプレス通報サービスの設定]画面が表示されます。 

の通報開局 FD (または、開局 CD ) の内容を確認します。 

7) な下のコマンドを実行して、通報開局 FD (または、開局 CD ) のマウントを解除します。 
FD の場合、# umount / media/floppy (または umount / mnt/f loppy ) 

CD の場合、# umount / media/cdrom (または umount / mnt / cdrom ) 


8) 通報開局 FD (または、開局 CD ) をドライブから取り出します。 


[エクスプレス通報サービスの設定]画面で、通報開局 FD (または、開局 CD ) の内容を確認後にエクスプレ 
ス通報サービスは有効になります。 
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3 電子メール経由の設定 

電子メールを利用してエクスプレス通報サービスを巧う場合は、な下の設定手順にがってインターネッ 
トメー j レ通報の設定を行って〈ださい。 

1) な下のコマンドを実行して、コントロールパネル (/ opt / nec / esmpro _ sa / bin / ESMamsadm ) を起動しま 
す。 

# cd / opt / nec / esmpro _ sa/bin 

# ./ESMamsadm 

2) [通報設定]画面が表示されます。 

[通報設定]画面から[通報基本設定]を選択します。 



3) [通報基本設定]画面が表示されます。 

[通報基本設定]画面から[エクスプレス通報設定]を選択します。 


i 凹;'泣 h 


巧巧手段の設定 



その化の設ち 
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4) [エクスプレス通報サービスの基本設定]画面が表示されます。 

[インターネットメール経曲を選択し[設定.. .] ボタンを押します。 



巧巧手をを遵巧し、[養定 ...] 

ボタンを押下して巧巧基本設ををけってくだ 
さぃ， 

(■い） インターネットメール巧由 I 

C J マイ可ノじグッ 

() マネージャ転送 

マネージャおぶ得由通報の基本設をは必要あ 
りません. 




ESMPRO / ServerAg 即1: Ver .4.2 より前のパージョンでは、「ダイヤルアップ経由 J の項目は 
表示されません。 

ESMPRO/ServerAgent Ver .3.9-5 より前のパージョンでは、「マネージャ掠を J の項目は 
表示されません。 


エクスプレス通報有効 

エクスプレス通報を有効にする力、無効にするかを指定します。（スペースキーで設定) 
チェックがある場合は有効になり、チェックが無し、場合は無効になります。 

5) [エクスプレス通報(インターネットメール経助の基本設定]画面が表示されます。 

メー ) レサーバと送信をメールアドレスの設定を巧って〈ださい。 

• ESMPRO/ServerAgent Ver .4. 2糾^のパージョンの場合 



メールサーバ ( SMT 。 

インターネットメールサーバ （ IP アドレスまたはホスト名）を指定します。 

SMTP が動作しているメールサーバのホスト名または IP アドレスを入力します。 

たとえば、 smtp . foo . co . jp または 192.168. 0. 100のように入力します。 

電子 メール アドレス 

自分(送信者)のメールボックスの電子メ ールアドレスを79文字な内で指定してくださ 
し、。たとえば、 sousin @ foaco . jp のように入力します。 
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SMTP ポート码 

インターネットメールサーバへの接続に使用するポート番号を設定することができま 
す。既定値に問題がない限り、設定を変更しないでください。 

[既定値]ボタンを押すと、既定値 (25) に戻すことができます。 

設定オプション 

Date :フイールドを送信する 

通報時メールのヘッダ部に、 AlertMana 邑 er 側で Date : フイールドをか加して送信し 
たし、場合、本項目をチェックしてください。（スぺースキーで設定） 

施常、通報時メ ー)レのへッ ダ部の Date : フイール ドは、メ ールサ ー/ く側で付加さ 
れます。） 

このサー/くは POP Before SMTP 力《必^ 

ご利用の SMTP サーバが 「POP Before SMTP 」 詔前を必要としている場合は、本項目 
をチェックし（スぺースキーで設定)、[認証設定]ボタンを押して、認話設定を行 
ってください。 

このサーバは SMTP 認証がお S 

ご利用の SMTP サーバが SMTP 認証を必要としている場合は、本項目をチてックし 
(スぺースキーで設定)、[認証設赶ボタンを押して、認証設定を巧って〈ださい。 
[認証醜]ボタン 

SMTP サー/《で認証を必要としている場合は、このボタンを巧して、 

POP Before SMTP か SMTP 認証の設定を行って〈ださい。 

[ェクスプレス通報サービス(インターネットメール経曲の認証設定]画面が表 
示されます。 


:"化おお & W 5 


POP Before SMTP 


メールサーバ （ POP ): 
アカウントが: 

バスワード： 

POP ホートま号： 

待ち時巧： 

SMTP 誌 iF 

アカウントが: 

バスワード： 







POP Before SMTP 

メールサーバ ( POP ) 

POP before SMTP で利用する POP サーバを指定します。 

アカウント名 

POP サ ー/ くへの賴竞に使用するアカウント名を指定します。 

パスワード 

POP サ ー/ くへの接続に使用する/《スワードを指定します。 

POP ポート熙 

POP サー/くへの攒竞に使用するポート番号を1〜65的5の範囲で指定し 
ます。既定値(110)に問題がなし、場合は、変更しないでください。 
[既定値]ボタンをキ甲すと、既定値り 10) に戻すことができます。 
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待ち時間 

SMTP サー/くによっては POP 詔、証後、 SMTP サー/くへ接続する際に待ち 
時間力 《 必要となる場合があります。ご利用の環境に合った時間を 
〇〜60 (秋の範囲で指定して〈ださい。 

特に問題がなし、場合は、既定値の秒)から変更しなし、でください。 
[既定値]ボタンをキ甲すと、既定値の秒)に戻すことができます。 

SMTP 顯正 

アカウント名 

SMTP 認証の際に使用するアカウント名を指定します。 

パスワード 

SMTP 認記の際に使用するパスワードを指定します。 
• ESMPRO/ServerAgent Ver .4.1.12-1 な降〜 Ver . 4. 2より前のパージョンの場合 



メールサーバ ( SMTP ) 

インターネットメ ールサーバ （ IP ァドレスまたはホスト名）を指定します。 

SMTP が動作しているメールサーバのホスト名または IP ァドレスを入力します。 

たとえば、 smtp . foo . co . jp または 192.168. 0. 100のように入力します。 

電子 メール アドレス 

自分(送信者)のメールボックスの電子メールァドレスを79文字な内で指定してくださ 
し、。たとえば、 sousin @ foo . co . jp のように入力します。 

SMTP ポート齡 

インターネットメールサーバへの接続に使用するポート番号を設定することができま 
す。既定値に問題がない限り、設定を変更しないでください。 

[既定個ボタンを押すと、既定値 (25) に戻すことができます。 

設定オプション 

Date :フイールドを送信する 

通報時メールのヘッダ部に、 AlertMana 邑 er 側で Date : フイールドを付加して送信し 
たい場合、本項目をチェックしてください。（スぺースキーで設定） 

施常、通報時メ ールのへ ッダ部の Date : フイール ドは、メ ールサ ー/ く側で付加さ 
れます。） 

このサーバは認証が必要 

ご利用の SMTP サーバが認証を必要としている場合は、本項目をチェックし(スペー 
スキーで設定)、 [認証設赶ボタンを巧して、認証設定を行ってくださし、。 
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[認証設定]ボタン 

SMTP サ ー/ 《にて認話が必要な場合は、このボタンを押してください。 

[ェ クスプレス通報サービス(インターネットメール経曲の認証設定]画面が 
表 7 F されます。 




メールサーバ （ POP ): 
アカウント S : 

パスワード； 



メールサーバ ( POP ) 

POP before SMTP で利用する POP サーバを指定します。 

アカウント名 

POP サー/くへの f 封蒲に使用するアカウント名を指定します。 

パスワード 

POP サー/《への} 就売に使用する/ なつー ドを指定します。 

POP ポー ト积 

POP サー/ くへの摘蒲に使用するポート番号を1〜65535の範困で指定します。 
既定値(110)に問題がなし、場合は、変更しないでください。 

[既定個ボタンを押すと、既定値(り〇)に戻すこと力巧きます。 

待ち時間 

SMTP サー/くによっては POP 認証後、 SMTP サー/くへ接続する際に待ち時間が必要 
となる場合があります。ご利用の環境に合った時間を〇〜60(秒)の範囲で指定 
してください。 

特に問題がなし、場合は、既定値の秒)から変更しないで〈ださい。 

[既定個ボタンを巧すと、既定値の秒)に戻すこと力けきます。 
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• ESMPRO/ServerAgent Ver .4.1.12-1 より前の/くージョンの場合 



メールサーバ (SMTFO 

インターネットメ ールサーバ （ IP アドレスまたはホスト名）を指定します。 

SMTP が動作しているメールサーバのホスト名または IP アドレスを入力します。 

たとえば、 smtp . foo . co . jp または 192.168. 0. 100のように入力します。 

電子 メール アドレス 

自分(送信ま)のメールボックスの電モメ ールアドレスを30文字な内で指定してくださ 
し、。たとえば、 sousin @ foaco . jp のように入力します。 

SMTP ポート积 

インターネットメ ールサーバへの接続に使用するポート番号を設定すること力《できま 
す。既定値に問題がない限り、設定を変更しないでください。 

[ Default ] ボタンを押すと、既定値 (25) に戻すことができます。 

設定オプション 

Date :フイールドを送信する 

通報時メールのヘッダ部に、 AlertManager 側で Date : フイールドをか加して送信し 
たい場合、本項目をチェックしてください。（スぺースキーで設定） 

施常、通報時メ ー)レのへ ツ ダ部の Date : フイー ルドは、メ ールサ ー / く側で付加さ 
れます。） 


6) [ ok ] ボタンを押してにクスプレス通報サービスの基本設定]画面に戻ります。 

7) [エクスプレス通報サービスの基本設定]画面で [ ok ] ボタンを巧して、[通報基本設定]画面に戻りま 
す。 


8) [通報基本設定]画面で[クローズ]ボタンを押して[通報設定]画面に戻ります。 

9) [通報設定]画面から[通報先リストの設定]を選択します。 
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10) [通報先リストの設定]画面力 《 表示されます。 

[ EXPRESSREPORT ] を選択し[修正…]ボタンを押します。 


J 肺 : iRan 懼■け gya [ 



SMI 尸 

TCP IP OlfT-OF-BA の 


メッセージ 

过或手段 ： ExpressReport 
お先 • 盾報： To: express6inefs.nec.co.jp 



11)[ ID 設定]画面力 《 表示されます。魄先設定…]ボタンを押します。 

-1 I - 

1D ： EXPRESSREPORT _ 

ii 報手段： 

お巧•情報： 

To ： express6nefS.nec.co.jp 



12) [エクスプレス通報(インターネットメール経由)の設定]画面が表示されます。 

H 

おホ： expressQnefs.ncc.co.jp 


か含： Express Alert Not if icat i( 

設を情報： 

[おを巧巧せ] 

個人 

[おを巧 S お（カナ）] 

ニチデンタロウ 
[おを巧 S み(ま字）] 



■ 




R ちテス 


宛先 

通幸区開局 FD (または、開局 CD ) に設まされている通幸民先メールアドレスカ 《 表示されます。 
設定変更はできません。 
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件名 

メールの 題名が表示されます。設定変更はできません。 

エクスプレス通報サービスの設定情報が表示されます。設定情報を変更したし vti 合は、 
コントロールパネル (/ opt / nec / esmpro _ sa / bin / ESMamsadm ) を起動し、「エクスプレス 
通報の設定」を選択して表示される[エクスプレス通報サービスの設定]画面にて設定 
変更を行ってください。設定情報の詳細につきまし t は、「6エクスプレス通報サー 
ビスのを種設定 J を参照してくださし、。 

[テスト通報]ボタン 

テスト通報を行う場合、このボタンを押します。テスト結まはメッセージにて確認で 
きます。エラー時はメッセージ内容にしたがって設定をやり直して〈ださい。 

欄局通漸ボタン 

エクスプレス通報の開局通報を行う場合、このボタンを押します。通報結まはメッセ 
-ジにて確認できます。エラー時はメッセージ内容にしたがって設定をやり直してく 
ださい。 

[障害テスト]ボタン 

障害テスト通報を巧う場合、このボタンを押します。 

13) [テスト通漸ボタンを押してテスト通報を確認します。 

14) テスト通報の結ま送付先を設定して、 [ ok ] ボタンをキ甲します。 

15) 確認メッセージカ 《 表示されますので、 [ ok ] ボタンを押すとテスト通報します。 

テスト通報完了衡ホ、指定した結果送付先へのメールの到着をお待ちください。 

テスト通報結果を確認した後で、開局通報を行って〈ださい。 

16) [開局通綱ボタンを押して開局通報を確認します。 

( [開局通幸聞ボタソホ、テスト通報完了後に押下可能となります。） 

開局通報が完了した時点でエクスプレス通報サービスが開始されます。 

17) [ ok ] ボタンを押してにクスプレス通報(インターネットメール経曲の設定]画面を閉じます。 

18) [ ID 設定]画面から[スケジュール...]ボタンを押して、通報リトライの設定、通報時間帯の設定を 
行います。 

初測直は、5分間隔で72時間後までのリトライ、24時間通報可能になっています。 

この値は推奨値です。特に問題がなければ変更しないで〈ださし、。 

設定を終えたら [ ok ] ボタンを押して[スケジュール]画面を閉じます。 

1 9) [クローズ]ボタンを巧して [ I D 設定]画面を閉じます。 

20) [クローズ]ボタンを巧して[通報先リストの設定]画面を閉じます。 

21) [クローズ]ボタンを押して[通報設定]画面を閉じます。 

な上で、電子 メール 経由 エクスプレス 通報ができるようになります。 
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4 ダイヤルアップ経由の設定 


モデムを利用したダイヤルアツプを利用してエクスプレス通報サービスを開始するための設定手順につ 


いて説明します。 

m ESMPRO/ServerAgent Ver .4. 2より前の/ くー ジヨンでは、本機能(おけポ- 

固 


卜です。 


1) な下のコマンドを実行して、コントロールパネル (/ opt / nec / esmpro _ sa / bin / ESMamsadm ) を起動しま 
す。 

# cd / opt / nec / esmpro _ sa/bin 
甘 ./ESMamsadm 


リ[通報設定]画面が表示されます。 

[通報設定]画面から[通報基本設定]を選択します。 

-1 邸^^ I - 




3) [通報基本設定]画面が表示されます。 

[通報基本設定]画面から[エクスプレス通報設定]を選択します。 
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4) [エクスプレス通報サービスの基本設定]画面が表示されます。 
[ダイヤルアップ経曲を選択し、[設定. ..] ボタンを巧します。 


— I •'， 盛 X : ム^ a A •りおち おが 5 I — 

達薄手みをな巧し. J を左…] 

ボタンを巧下して巧 SS 本おおを巧ってくだ 
さい 


{ I インター ク • 一 》 卜 / —ル 任 ホ 

[To ダイヤルアソフ神お 

f 1 ；* 產 J 

マネージャをな妊由巧巧の S ネ巧ちはお巧あ 
りません 



エクスプレス通報ち効 

エクスプレス通報を有効にする力、無効にするかを指定します。（スぺースキーで設定) 
チェックがある場合は有効になり、チェックが無し、場合は無効になります。 

5) [エクスプレス通報(ダイヤルアップ経由)の設定]画面が表示されます。 






巧ホ コメント 

-/X ： 042-340-7090 

二な：_ 


mm 



宛先 

通報先設定で設定した宛先情報力 《 表示されます。 

コメント 

通報ホ設定で設定したコメント情報が表示されます。 

[情報設定]ボタン 

[通報情報の設赶画面力 《 表示されます。通報情報(ューザ ID など)を設定してくださし、 
[通報先醜]ボタン 

[通報先の設定（シリアルポート経由)]画面が表示されます。ダイヤルアップ通報の宛 
先を設定して〈ださい。 

[テストリ次)]、[テスト (2 次)]ボタン 

テスト通報を行う場合、このボタンを巧します。テスト結まはメッセージにて確認で 
きます。エラー時はメッセージ内容にしたがって設定をやり直して〈ださい。 

欄局通漸ボタン 

エクスプレス通報の開局通報を行う場合、このボタンを押します。通報結まはメッセ 
—ジにて確認できます。エラー時はメツセージ内容にしたがって設定をやり直してく 
ださい。 
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[障害テスト]ボタン 

障害テスト通報を行う場合、このボタンを巧します。 

の[情報設赶ボタンを押します。ユーザ ID (ユーザシステムコード)を確認し、必要であれば通報コメ 
ントを入力してください。 

[ ok ] ボタンを押すと[エクスプレス通報(ダイヤルアツプ経曲の設定]画面に戻ります。 

-1 な;'おを ' I - 

ユ—ザ ID : すだ 999 _ 



通報コメント 

お客様の電話番号や保守担当者など、通報メツセージの一部となるコメントを40文字 
な内で最高3つまで設定できます。 

7) [通報先設定]ボタンを巧し、ダイヤルアップ通報の宛先を設定します。 


8) [通報先の設定(シリアルポート経由)]画面が表示されます。 

モデムが接続されているシリ アルポー トやモデムの設定を行います。 

電話番号(一次)は通報開局 FD (または、開局 CD ) に設定されている電話香号を表示してしなすので、 
問題がなし、場合は変更しないで〈ださい。 


H な ; I 


三袭城 




シリアルホート 
りダイヤル巧隔 
ダイヤルモード 


コメント 


パルス （ P ) い）卜ーン （ T ) 



因 IMh 


電話拱 

通報先である保守センタの電話番号を256文字な内で入力してください。 

-次通報先の電話香号は必ず指定してください。 

二次通報先の電話番号は一次通報先への通報力《できなかつた場合に通報する保守セン 
夕の電話番号です。（省略可能） 

コメント 

通報先に関するコメント(営業所名など)を入力できます。（省略可能） 

40文字レ：<1内で入力して〈ださい。これは単なるコメントであり、通報情報ロホ含まれ 
ません。 

シリアルポート 

ダイヤルアツプ通報で使用するモデムカ 《 接続されているシリアルポートを選択してく 
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ださい。 （" T " or "r キーで選択） 

リダイヤル間隔 

通報時、相手先ビジーなどにより回線接続できない場合に行うリダイヤルの間隔を60 
〜999(秒)の範囲で入力してください。既定値は说(秒)です。 

ダイヤルモード 

, 《ルスダイヤルか卜ーンダイヤルカ、を選択してください。（スぺースキーで設定） 

9) [ ok ] ボタンを押して[エクスプレス通報(ダイヤルアップ経曲の設定]画面に戻ります。 

10) [テスト （1 次)]ボタンを押して、テスト通報を確認します。 

11) 確認メッセージカ 《 表示されますので、 [ ok ] ボタンを押すとテスト通報します。 

12) [開局通報]ボタンを巧して開局通報を確認します。 

( [開局通幸固ボタソホ、テスト通報完了後に押下可能となります。） 

開局通報が完了した時点でエクスプレス通報サービスが開始されます。 

1 3) [クローズ]ボタンを巧して[ェクスプレス通報サービスの基本設定]画面に戻ります。 


14) にクスプレス通報サービスの基本設赶画面で [ ok ] ボタンを押して、[通報基本設定]画面に戻りま 
す。 


1 5) [クローズ]ボタンを巧して[通報基本設定]画面を閉じます。 

1の[クローズ]ボタンを巧して[通報設定]画面を閉じます。 

の•上で、ダイヤルアツプ経由エクスプレス通報ができるようになります。 
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5 マネージャ経由の設定 


マネージャを経由して、マネージャから電子メールまたはモデムを使用したダイヤルアップを利用して 
ェクスプレス通報サービスを開始するための設定手順について説明します。 



ESMPRO/ServerAgent Ver .3.9-5 より前のパージョンでは、本機能 I おけポートです。 


マネージャ経由のエクスプレス通報を行う場合は、まずマネージヤの設定を行いマネージャから電モメ 

—ルによるテスト通報倒達確認通漸が正割こ行われることを確認した紛こ、ェージェントの設定を行 

つてください。 


5. 1マネージャの設定 

マネ—ジャ から電子 メ—ルを 利用して エクスプレス 通報 サービスを 開始するた めの 設定手順に ついて 説 
明します。 

1) アラートビューアの[ツール]メニューから[通報の設定]を選択します。 

アラートマネー ジャカ《起動します。 

2) アラートマネージャの[設赶メニューから[通報基本設定]を選択します。 

3) [通報手段の設赶プロパティの通報手段リストから[マネージャからのエクスプレス通報]を選択し 
て、[設定...]をクリックします。 

[マネージヤからのェクスプレス通報の基本設定]ダイアログボックスカ 《 表示されます。 
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4) エージェントとソケット間通信に使用するポート香号を指定します。 

初期値は31136です。通常、初期値に問題がない限り設定を変更しなし、で〈ださい。 
変更する場合はェージェントでも同一のポート香号を指まして〈ださい。 



5) 保守センタへの宛先を登録します。 

[宛先登録. ..] をクリックすると、[通報開局 FD 読み取りツール]が起動します。 


巧那開ち FD ! 売み吊のクール 


エクスブレス巧卽ヴービスの7ネージ+おさ權能をを細こするには 
巧幸反閒ち FD 内を i まみ込む‘必要びあ LJ ます 

フロッビーディスク朽イブIこ游民閱和 D を巧入して r みへ」ボタン巧甲下してください。 
巧邮閲ち FD の内容を结み巧ります。 


2SJ 


戻: T . 岳: ■ Jj ……巧巧'(№7—… ]] キわれ!-」 


の通報開局 FD (または開局 CD ) を適切なドライブにセットし、[次へ]をクリックします。 

通報開局 FD (または開局 CD ) の読み取りが開始されます。 

※[通報開局 FD 読み取リツール]は、必ず最初にフロッピーディスクドライブを 
検索します。開局 CD をご使用の場合は、一旦[次へ]をクリックし、表示される画面に 
したがって開局してください。 

7) 読み取り終了後、院了]をクリックして[通報開局 FD 読み取りツール]を終了します。 

8) [マネージャからのエクスプレス通幸固ダイアログボックスで、通幸民手段として[インターネットメ 
-ル経由]を選択して、[設定]をクリックします。[マネージャからのエクスプレス通報(インター 
ネ ッ トメ -ル経由)の基本設赶ダイアログボックスが表示されます。 
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9) SMTP が動作しているメールサーバのホスト名を入力します。 
たとえば、 smtp . foo . co . jp のように入力します。 



10) 自分(送信を)のメールボックスの電子メーノレアドレスを指定して〈ださい。 

たとえば、 sousin @ foo . co . jp のように入力します。 

11) [マネージャからのエクスプレス通報(インターネットメール経曲の基本設定]ダイアログボックに 
戻ります。 

12) [マネージャからのエクスプレス通報の基本設定]ダイアログボックスで [0 K ] をクリックしてダイア 
ログボックスを閉じます。 

13) アラートマネージャの[設定]メニューから[通幸民先リストの設定]を選択します。 

14) ID リストから[マネージヤからのエクスプレス通報]を選択して、[修正..]をクリックします。 
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15) [ ID 設定]ダイアログボックスが表示されたら、[宛先設定. ..] をクリックします。 



[マネージヤからのェクスプレス通報の設定]ダイアログボックスカ《表示されます。 



16) [宛先設定. ..] をクリックします。 

[マネージヤからのエクスプレス通幸民(インターネットメ ーノレ経曲の設定]ダイアログボックスカ思 
示されます。 



17) 宛先を確認します。 

巧先は通報開局 FD (または開局 CD ) に設定されているメールアドレスを表示していますので、問題 
が無い場合は変更しないでください。 

18) [送信テスト]をクリックしてメールの送信確認をします。 

19) [0 K ] をクリックして、[マネージャからのエクスプレス通報(インターネットメール経由)の設赶ダ 
イアログボックスを閉じます。 

20) [マネージヤからのエクスプレス通報の設定]ダイアログボックスで [0 K ] をクリックしてダイアログ 
ボックスを閉じます。 
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21)[ ID 設定]画面から[スケジュール...]ボタンをクリックして、通報リトライの設定、通報時間帯の 
設定を行います。 

初期値は、5分間原で72時間後までのリトライ、24時間通報可能になっています。 

この値は推奨値です。特に問題がなければ変更しなし、でください。 

設定を終えたら [0 K ] ボタンを押して[スケジュール]画面を閑じます。 


22) 通報手段をち効にするかどうか確認のメツセージボックスが表示されたら、[はい]をクリックしま 



[し、いえ]をクリックした場合は、アラートマネージャの[通報基本設定]を選択し、[通報手段の設 
赶プロパティの通報手段リストにある[マネージャからのエクスプレス通報]の通報ち効/無効ビ 
ットマップを有効(緑色)にしてください。 


な上で、マネージャ経由エクスプレス通報のマネージャ側の設定は完了しました。 
次にェージェントでマネージヤ経由ェクスプレス通報の設定を行ってください。 
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5.2 エージ X ントの設定 

マネ— ジャを経由して エクスプレス 通報を行う場合の エージェントでの 設定手順に つし、 て説明します。 

1) な下のコマンドを実行して、コントロールパネル (/ opt / nec / esmpro _ sa / bin / ESMamsadm ) を起動しま 
す。 

# cd / opt / nec / esmpro _ sa/bin 

# ./ESMamsadm 

T ) [通報設定]画面が表示されます。 

[通報設定]画面から[通報基本設定]を選択します。 



3) [通報設基本ま]画面が表示されます。 

[通報基本設定]画面から[エクスプレス通報設定]を選択します。 
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ExpressReport 

IP アドレス（またはホス 


卜含）: 


y^3Bh liS^Bl 


I 邸'-; 


4) [エクスプレス通報サービスの基本設定]画面が表示されます。 

―I hAA-W • —卜，し— ザ おお I — 

巧巧手をを還巧し、[養定 ...] 

ボタンを押下して巧巧尝本設定を巧ってくだ 
さい， 

() インターネットメール诏由 
i )_ ダイヤルアッフ巧わ 

ft 巧 マネ-- ブャもさ I 

1 マ _^-ジ*巧化,はも 11 額 *の 基本設定はお要あ 
りません， 

け]ェクスフレス巧巧育巧 



•_ ESMPRO/ServerAgent Ver .4. 2より前のパージョンでは、「ダイヤルアツ巧 g 由 J の項目は 

表示されません。 


エクスプレス通報ち効 

エクスプレス通報を有効にする力、無効にするかを指定します。（スペースキーで設定) 
チェックがある場合は有効になり、チェックが無し、場合は無効になります。 

5) [マネージャ輯を]を選択し [ ok ] ボタンを押します。 

[通報基本設定]画面に戻ります。 

6) [通報基本設定]画面で[クローズ]ボタンを押して[通報設定]画面に戻ります。 

7) [通報設定]画面から[通報先リストの設定]を選択します。 


8) [通幸晚リストの設定]画面力 《 表示されます。 

[ EXPRESSREPORT ] を選択し[修正…]ボタンを押します。 


巧か-.. 


CP IP 〇の-〇卜 BAM) 


設を-.- 


-段報〇 
t 手巧〇, 
ッ巧ホ〇’ 
メ巧お 0. 


【川 W 幾が澄功況 
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9) [ ID 設定]画面が表示されます。[宛先設定. ..] ボタンを巧します。 

-1 I- 

ID ； EXPRESSREPORT _ 

巧薄手も： 

おホ情を： 

IP アドレス（またはホストち）： 0.0.0.0 



10) [エクスプレス通報サービス(マネージャ経由)の設定]画面力獲示されます。 
マネージャの宛ホを設定してください。 

巧*パ* " * •む a A ■レん、•，■，かぉ 

IP アドレス（またはホス 


ホート运^^ 

a 


B 




IP アドレス(またはホスト） 

マネージャの IP アドレス(またはホスト名）を設定します。 

マネージャの IP アドレス(またはホスト名）は必ず指定してください。 
ポー ト#^ 

マネージャとソケット間通信で使用するポート番号を指定します。 
既定値が1136です。 

通常、既定値に問題がない限り設定を変更しないでください。 

変更する場合はマネージャでも同一のポート番号を指定してください。 
[既定値ボタンを押すと、既定値 (31136) に戻すこと力巧きます。 



[既定値]ボタンは、 ESMPRO/ServerAgent Ver .4. 2より前のパージョンでは 
[ Default ] ボタンとなります。 


[テスト通報]ボタン 

テスト通報を行う場合、このボタンを巧します。テスト結まはメッセージにて確認で 
きます。エラー時はメッセージ内容にしたがって設定をやり直して〈ださい。 

欄局通漸ボタン 

エクスプレス通報の開局通報を巧う場合、このボタンを押します。通報結果はメッセ 
-ジにて確認できます。エラー時はメッセージ内容にしたがって設定をやり直してく 
ださい。 

[障害テスト]ボタン 

障害テスト通報を行う場合、このボタンを巧します。 
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11) [テスト通漸ボタンを押してテスト通報を確認します。 


1 2) テスト通報の結ま送付先を設定して、 [ ok ] ボタンを押します。 

13) 確認メッセージカ 《 表示されますので、 [ ok ] ボタンを押すとテスト通報します。 

テスト通報完了衡ホ、指定した結ま送付先へのメールの到着をお待ちください。 

テスト通報結果を確認した後で、開局通報を行って〈ださい。 

マネージャでダイヤルアップ経由が選扔されている場合は、テスト結まは送付されません。 

14) 欄局通綱ボタンを巧して開局通報を確認します。 

( [開局通幸聞ボタソホ、テスト通報完了後に押下可能となります。） 

開局通報が完了した時点でエクスプレス通報サービスが開始されます。 

15) [ ok ] ボタンを押して[エクスプレス通報サービス(マネージャ経曲の設定]画面を閉じます。 

16) [ ID 設赶画面から[スケジュール...]ボタンを押して、通報リトライの設定、通報時間帯の設定を 
行います。 

初期値は、5分間隔で72時間後までのリトライ、24時間通報可能になっています。 

この値は推奨値です。特に問題がなければ変更しないで〈ださし、。 

設定を終えたら[〇のボタンを押して[スケジュール... ] 画面を閉じます。 

1 7) [クローズ']ボタンを押して [ I D 設定]画面を閉じます。 


18) [クローズ]ボタンを押して[通報先リストの設定]画面を閉じます。 


1 9) [クローズ]ボタンを押して[通報設定]画面を閉じます。 
liLh で、マネージヤ経由エクスプレス通報力巧きるようになります。 
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エクスプレス通報サービスの各種設定 

インストール後に通報開局 FD (または、開局 CD ) の内容確認、および、変更する場合は、な下の設定手順 
に従い、設定を行ってください。 

1) な下のコマンドを実行して、コントロールパネル (/ opt / nec / esmpro _ sa / bin / ESMamsadm ) を起動しま 
す。 

# cd / opt / nec / esmpro _ sa/bin 

# ./ESMamsadm 


リ[通報設定]画面が表示されます。 

[通報設定]画面から[エクスプレス通報の設定]を選択します。 

-1 邸!^ I - 




3) [ェクスプレス通報サービスの設定]画面が表示されます。 


i 正■，•.一一 ■"… 1 I - 


ミ?綱讓の 

オプシヨンをち巧*の設を 


:'励::おも I 



ぉの誠の 
お客様晴報の確認および修正力《できます。 

サ ー/ 戦の誠 

サーバ情報の確認および修正ができます。 

ホプシヨン装置情報の設定 

システムに増設したオプシヨン装置情報の確認および修正ができます。 
販売店綱の誠 

販売店情報の確認および修正力《できます。 

[サービスの終了…]ボタン 

ェクスプレス通報サービスの終了を行います。 

[クローズ]ボタン 


にクスプレス通報サービスの設定]画面を閉じます。 






















6.1 ぉ客様情報の確認ぉょび修正する場合 

1) [エクスプレス通報サービスの設定]画面から[も'客様障報の設定(1)]を選択します。 
[お客横障報の設定り）]画面力 《 表示されます。 

各設定項目を入力後、 [ ok ] ボタンを巧して〈ださい。 



「* j のマークがついている巧目は入力必顯目です。 


本お客様属性 

"個人’’または"法人"のし、ずれかを選択してくださし、。（スぺースキーで設定） 

♦お客様名称(カナ） 

お客様名称(姓および名）またはま人名を全角カナ25文字な内で入力して〈ださい。 

* お客様名称(漢字） 

お客様名称(姓および名）または法人名を漢字40文字レ： i 内で入力してください。 

觸名 

お客様の部署名を漢字30文字な内で入力してください。 

※本項目は、お客様属性にて"法人"力《選択された場合のみ設定可能です。 

担当者名(カナ） 

担当者の名称(姓および名）を半角カナ10文字則巧で入力して〈ださい。 

氏名の間には1文字の空白を挿入してください。 

※本項目は、お客様属性にて"法人"力《選択された場合のみ設定可能です。 

担当者名(漢字） 

担当者の名称(姓および名）を漢字15文字な内で入力してください。 

氏名の間には1文字の空白を挿入してください。 

※本項目は、お客様属性にて"法人"力《選択された場合のみ設定可能です。 

ユーザシステムコード 

お客様の ユーザシステムコー ドが表示されます。 

[ ok ] ボタン 

変更内容を保巧して、[お客様情報の設定り）]画面を閉じ、[エクスプレス通報サービスの 
設赶画面に戻ります。 


32 




















[ cancel ] ボタン 

変更内容を破棄して、[お客様晴報の設定(1)]画面を閉じ、[エクスプレス通報サービス 
の設赶画面に戻ります。 

2) [エクスプレス通報サービスの設定]画面から[お客様情報の設定の]を選択します。 

[お客様齡反の設定の]画面力 《 表示されます。 

各設定項目を入力後、 [ ok ] ボタンを巧して〈ださい。 



「* j のマークがついている項目 I か力必須項目です。 


本お客様郵便番号 

お客様の郵便香号を半角数字7文字に I 内で入力して〈ださい。 

地所(カナ） 

お客様の住所を全角カナ25文字則巧で入力してください。 

地所(漢字） 

お客様の住所を漢字40文字な内で入力してください。 

住所(詳細 

お客精の住所の詳細（ビル名、フロア区分等)を漢字20文字な巧で入力してください。 

本お客様電話番号 

お客様の電話番号を"(巿外局香)局香一番号"のお式で、半角数字30文字な内で入力して 
ください。 

(例） (0123)45-6789 

* お客様 メール アドレス 

お客様の電モメ ールア ドレスを半角英数字80文字な内で入力してください。 

[ ok ] ボタン 

変更内容を保存して、[お客様情報の設定の]画面を閉じ、 [エクスプレス 通報 サービスの 
設赶画面に戻ります。 

[ cancel ] ボタン 

変更内容を破棄して、[お客様情報の設定の]画面を閉じ、 [エクスプレス 通報 サービスの 
設定]画面に戻ります。 
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6.2 サーバ情報の確認おょび修正する場合 

1) [エクスプレス通報サービスの設定]画面から[サーバ情報の設定]を選択します。 
[サー/《情報の設定]画面が表示されます。 

各設定項目を入力後、 [ ok ] ボタンを巧して〈ださい。 



■0 r*j のマー クが つし、 ている巧目 liA 力必須巧目です。 
の 


g — ESMPRO/ServerAgent Ver .4.1.10-3 より前のパージョンでは、「コメント j の項目は表示されません。 

巧ー バ名称 

お客様力咐けたサーバ名称(コンピュータ名）を半角英数字35文字 la 内で入力して〈ださい。 
* 装置コード 

装置コードを本体装置裏の名盤を参照して、半角英数字35文字則巧で入力してください。 

* 継齡 

本体装置の製造番号 (SERIAL N 0. ) を半角英数字16文字な内で入力してください。 

* 保証*#^ 

本体装置の保話書番号を半角英数字16文字 Jil 内で入力してください。 

*0 S 名 

0 S 名を表示します。一覧から選択及び入力はできません。 

※本項目は、通報開局 FD (または、開局 CD ) に格納されている情報のみです。 

契約内容と異なる場合は、購入された販売店にお問し、合わせください。 

詳細/《ージョン 

0 S の詳細番号を半角英数字32文字 la 内で入力して〈ださい。 

コメント 

付加情報が必要な場合はここに256文字な内で入力してください。 

[ ok ] ボタン 

変更内容を保存して、[サーバ情報の設定]画面を閉じ、[エクスプレス通報サービスの設 
赶画面に戻ります。 

[ cancel ] ボタン 

変更内容を破棄して、[サーバ情報の設定]画面を閉じ、[エクスプレス通報サービスの設 
定]画面に戻ります。 
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6.3 オプション装置情報の確認および修正する場合 


1 ) 


[エクスプレス 通報 サービスの 設定]画面から[オプション装置！青報の設定]を選択します。 
[オプション装置情報の設定]画面が表示されます。 

設定完了後、 [ ok ] ボタンを押してください。 


オフシヨンリストからオフシヨン装置を還が 
して下さい 


オフシヨンリスト： 


anioaE 




オプションリスト 

現在設定されているオプション装置情報の一覧が表示されます。 

[勘口]ボタン 

押下すると、[オプション装置の勘！]]画面が表示されます。 

[削除]ボタン 

オプションリスト内で選択された装置を削除します。 

[ ok ] ボタン 

変更内容を保存して、[オプション装置情報の設赶画面を閉じ、[エクスプレス通報サービ 
スの設定]画面に戻ります。 

[ cancel ] ボタン 

変更内容を破棄して、[オプション装置情報の設赶画面を閉じ、[エクスプレス通報サービ 
スの設定]画面に戻ります。 
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くく [オプション装置の勘口]画面 >> 


装ち巧則 


装置一竞（装ち S / 案ちコード） 


№50卜134巧設 CPU ボード 
化 501-144 巧設 CPU ボード 
化501-1化巧設 CPU ボード 
化50い147巧設 CPU ボード 


巧暫 


装置働。 

装置種別(増設 CPU 、 増設 MEM 等)を選択すると装置一覧に装置名/装置コードが表示されま 
す。該当する装置種別が存在しない場合は(その他)を選択してください。 

(その他)を選択すると、[オプシヨン装置の追加(手入力)]画面が表示されます 
[ ok ] ボタン 

変更内容を保存して、[オプシヨン装置の追力山画面を閉じ、[オプシヨン装置情報の設定] 
画面に戻ります。 

[ cancel ] ボタン 

変更内容を破棄して、[オプシヨン装置の追力山画面を閉じ、[オプシヨン装置情報の設定] 
画面に戻ります。 

<く[オプション装置の勘□(手入力)]画面>> 

-1 E |- 


适力 D するオフシヨン装置の装ちコードを乂ろして下さい 


因醫 


オプシヨン装置の装置コード ( N 型番)を半角英数字15文字な内で入力後、 [ ok ] ボタンを押すとオプ 
シヨンリストに装置コードが追加されます。 

(例） N 1 234-56 
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6.4 販売店情報の確認おょび修正する場合 

1) [エクスプレス通報サービスの設定]画面から[販売店情報の設定]を選択します。 
[販売店情報の設定]画面が表示されます。 

各設定項目を入力後、 [ ok ] ボタンを巧して〈ださい。 



「* J のマークがついている巧目は入力必顯目です。 


* 職店名 

販売店の名称を一覧から選択してください。 

担当営業所属 

担当営業の所属を漢字30文字な内で入力してください。 

担当営業氏名 

担当営業の氏名を漢字20文字な内で入力してください。 

担当営業電話番号 

担当営業の電話番号を"(巿か局番)局番一番号"のおまで、半角数字30文字 Jil 内で入力し 
てください。 

(例） (0123)45-6789 (内線番号3456の場合の例）の 123) 45-67 朗 (3456) 

担当 SE 所属 

担当 SE 拠点の名称および所属を漢字30文字 Jil 内で入力してください。 

担当 SE 氏名 

担当 SE の氏名を漢字20文字な内で入力してください。 

担当 SE 電言 

担当 SE の電話番号を"(巿外局衝局番一香号"のお式で、半角数字30文字な内で入力して 
くださし、。 

(例） (0123)45-6789 (内線番号3456の場合の例）の 123) 45-67 朗 (3456) 

[ ok ] ボタン 

変更内容を保存して、[販売店情報の設定]画面を閉じ、[エクスプレス通報サービスの設 
定]画面に戻ります。 

[ cancel ] ボタン 

変更内容をお案して、[販売店情報の設定]画面を閉じ、[エクスプレス通報サービスの設 
定]画面に戻ります。 
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6.5 通報開局 FD (または、開局 CD ) の再読み込みをする場合 

事前に「2セットアップちま J の手順に従って、通報開局 FD (または、開局 CD ) をマウントしてくださし、。 
^ 本機能阳卻 PRO / ServerAg 削 t Ver 4.2.32-2 な降からサボートしています。 


1) な下の コマン ドを実行して、 コントロー ルパネル (/ opt / nec / esmpro _ sa / bin / ESMamsadm ) を起動しま 
す。 

# cd / opt / nec / esmpro _ sa/bin 
甘 ./ESMamsadm 

リ[通報設定]画面から[ェクスプレス通報の設定]を選択すると、[ェクスプレス通幸区サービスの設定] 
画面が表示されます。 

3) [エクスプレス通報サービスの設定]画面から[開局 FD をち読み込み]を選択します。 



4) 


[開局ファイ J レの選択]画面が表示されます。 

マウント先のデイレクトリを指定して、 [ ok ] ボタンを押してください。 

通報開局 FD (または、開局 CD ) の再読み後は、ロセツトアップ方法」に従って、セツトアップを行 
つてください。 


卜 


巧局ファイルを巧がしてください 


tmp/exprd 
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7 エクスプレス通報サービスの終了 

エクスプレス通報サービスを開始すると、[サービスの終了]ボタンを押下可能となります。契約期間終 
了後にもか力、わらず[サービスの終了]を実行していなし、場合、通報が行われ続けるため課金上問題とな 
ります。そのため契約更新しない場合は、速やかにサービスを終了させて〈ださい。 

な下の設定手順に従い、終了処理を行って〈ださい。 

1) な下のコマンドを実行して、コントロールパネル (/ opt / nec / esmpro _ sa / bin / ESMamsadm ) を起動しま 
す。 

# cd / opt / nec / esmpro _ sa/bin 
甘 ./ESMamsadm 

リ[通報設定]画面が表示されます。 

[通報設定]画面から[エクスプレス通報の設定]を選択します。 

-1 I - 




3) [エクスプレス通報サービスの設定]画面が表示されます。 


織赛讓の 

オプシヨン塞ち巧*の設定 


註;’尼^^^^^^^^^^ ■ 



4) [サービスの終了]を選択し画面の指示に従って〈ださい。 
これな降、アラート通知は行われなくなります。 
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サービスをち開するためには、な下の設定手順に従い、処理を行ってください。 

1) な下のコマンドを実行して、コントロールパネル (/ opt / nec / esmpro _ sa / bin / ESMamsadm ) を起動しま 
す。 

# cd / opt / nec / esmpro _ sa/bin 
社 ./ESMamsadm 


2) [通報設定]画面が表示されます。 

[通報設定]画面から[エクスプレス通報の設定]を選択します。 

- 1 邸'髓 I - 




3) [エクスプレス通報サービスの設定]画面が表示されます。 


1 — 〜一一 A、| ム … 一 、"*? rna 广 


濃の 

オプシヨン塞ち巧*の設ぞ 


じ脑巧巧;3 



* [サービス有効期限の変更]を選択し、其月限延長キーを入力して〈ださい。 
期限延長キーは、契約更新を巧うと入手できます。 
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